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食物アレルギーの栄養食事指導の手引き2017（厚生労働省研究班）をもとに作成
https://www.foodallergy.jp/wp-content/themes/foodallergy/pdf/nutritionalmanual2017.pdf

牛乳アレルギーの子が利用できるミルク

https://www.foodallergy.jp/wp-content/themes/foodallergy/pdf/nutritionalmanual2017.pdf


日本小児アレルギー学会
https://www.jspaci.jp/gcontent
s/manual/

日本アレルギー学会
https://www.jsaweb.jp/uploads
/files/allergic_diseases_manu
al.pdf

役立つマニュアル・パンフレット

普段よりまして適切な薬の使用、スキンケア実践を
（食物アレルギーの重篤な症状を誘発しやすい病因）

アトピー性
皮膚炎、喘
息はうつり
ません！

（独）環境再生保全機構
https://www.erca.go.jp/yobou/pamphl
et/form/00/archives_a-000.html

（
ス
キ
ン
ケ
ア
パ
ン
フ
の
活
用
）

日本小児アレルギー学会
https://www.jspaci.jp/asset
s/documents/saigai_pamp
hlet.pdf
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支援物資を「ヤマト運輸」が管理（北海道厚真町 平成30年9月）

協定を結んだ直後に地震が発生
（厚真町スポーツセンターで）

取組み例



自助 共助 公助

防災対策の３要素

７     ２            １



〇自治会や防災の取り組みに積極

的に参加し日頃からアレルギー

のことを知ってもらおう

＊アレルギーの患者も災害時は「要配慮者」

（災害対策基本法施行令）です

〇物資の支援の届け先は自治体の

決められた集積場所に送ろう

＊善意の支援でも一部の医療機関や患者会な

どに過大な負担を生む

＊患者会ルートでカバーできるのは一部。必要

な人が受け取りに来られない可能性がある

品川区の町内会の防災訓練で

北海道厚真町に届いた支援物資



自助 共助 公助

防災対策の３要素

７                ２            １



非常時にすぐ持ち出せる用意のある物品 (複数回答)

0 200 400 600 800 1000

エピペン

飲み薬 

吸入薬

ぬり薬

その他の医療用品

すぐ食べられる食品

衣料品

アレルギー関連の身の回り品

特に用意していない
＊タオル・石鹸など

＊

[ 人 ]

厚生労働科学研究 患者・養育者の調査
（アレルギー疾患を持つ20歳未満の家族がいる養育者” 1221人を解析）

厚生労働科学研究 大規模災害におけるアレルギー疾患患者の問題の把握とその解決
に向けた研究 分担研究報告書（令和2年度）。第58回 日本小児アレルギー学会学術
大会シンポジウム 大規模災害時におけるアレルギー疾患患者の問題とその対応



持ち出し物品の保管方法(複数回答)

0 100 200 300 400 500 600 700

置き場所を決めており、すぐに持ち出…

自宅の室内に「非常用」として保管

自宅の室外（車・ガレージなど）に保管

自宅以外（親戚・知人宅など）にも保管

自宅外に共同で保管（患者会など）

特に保管していない

[ 人 ]

厚生労働科学研究 大規模災害におけるアレルギー疾患患者の問題の把握とその解決
に向けた研究 分担研究報告書（令和2年度）。第58回 日本小児アレルギー学会学術
大会シンポジウム 大規模災害時におけるアレルギー疾患患者の問題とその対応



食料備蓄方法(重複あり)

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900

日常の食品を別の場所に備蓄

日常の食品を多めに買い置き

日常用とは別に特別な食品を備蓄

災害用飲料水、カセットコンロを準備

特に準備していない

54%

[ 人 ]

厚生労働科学研究 大規模災害におけるアレルギー疾患患者の問題の把握とその解決
に向けた研究 分担研究報告書（令和2年度）。第58回 日本小児アレルギー学会学術
大会シンポジウム 大規模災害時におけるアレルギー疾患患者の問題とその対応
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14日以上

家族全員が食べられる備蓄食料量
（何かしらの対応食が必要な1096人の内訳）

7日以上は15％

[ 人 ]

3日以上は72％

厚生労働科学研究 大規模災害におけるアレルギー疾患患者の問題の把握とその解決
に向けた研究 分担研究報告書（令和2年度）。第58回 日本小児アレルギー学会学術
大会シンポジウム 大規模災害時におけるアレルギー疾患患者の問題とその対応



0 200 400 600 800 1000

食べられるものの確保

入浴・スキンケア不足

ホコリなど室内環境

常用薬の不足

症状出現時の対応

周囲のアレルギーへの理解

新型コロナなどの感染症

ペット同伴

避難所で心配なこと(複数回答)

[ 人 ]

厚生労働科学研究 大規模災害におけるアレルギー疾患患者の問題の把握とその解決
に向けた研究 分担研究報告書（令和2年度）。第58回 日本小児アレルギー学会学術
大会シンポジウム 大規模災害時におけるアレルギー疾患患者の問題とその対応



〇正しい診断・治療で日頃からしっかりと症状を

コントロール

〇食品はストックを多めに。使ったら補充して常

に一定量を備蓄する（ローリングストック）

＊東日本大震災では10日以上孤立した地域もあった

  ＊要配慮者は「2週間分の備蓄」を（農林水産省）

〇薬（ぜん息、アトピー性皮膚炎、鼻炎・結膜炎）は１か月

分の余裕を

＊出来れば常に一定量（1週間分）は携帯する。「自宅が壊

れて取りに戻れなかった」人が多かった

〇「アレルギーで困っています」と声を上げよう。

ビブス等を活用しよう

〇「災害パンフ」をプリントアウトしておき、災害

時に施設や避難所で活用しよう



http://jspca.kenkyuukai.jp/images/sys/information/20190906134801-
7E6E139D9C6E28F611D579D48632483F3A27DE2CC113DEAC6EC5979A2F3B4532.pdf

http://jspca.kenkyuukai.jp/images/sys/information/20190906134801-7E6E139D9C6E28F611D579D48632483F3A27DE2CC113DEAC6EC5979A2F3B4532.pdf
http://jspca.kenkyuukai.jp/images/sys/information/20190906134801-7E6E139D9C6E28F611D579D48632483F3A27DE2CC113DEAC6EC5979A2F3B4532.pdf


【災害時にできる工夫を紹介】





農林水産省大臣官房政策課食料安全保障室
（平成31年3月）

＊乳幼児の備え ＊離乳食の備え
＊高齢者の備え ＊食べる機能が弱くなった方の備え
＊慢性疾患の方の備え
＊食物アレルギーの方の備え
＊知っておきたい、災害時の食物アレルギーのこどもへ

の対応

内容のポイント



自助 共助

防災対策の３要素

７            ２             １

【住民の理解を得る必要】

災害時、とりわけ都市部では公助

だけに頼ることには無理がある



事前の準備

災害時に、普段の取り組みを超え
た対応はできない

一緒に考えよう！ 現場から声を上げよう

だからこそ、事前の準備が大切



支援する側の人も被災する

防災対策の３要素＋１

（行政の職員など）

（被災地の行政職員）平成28年 宮城県の被災自治体の保健師

自分も生きるのに必死でした。正直言って震災のことについてこうして
皆さんに話していることが自分の気持ちの整理になっています。でもま
だ５年目の状況として内部の職員が疲弊しています。住民の被災体験
を聞いて、それに対応できる状態になっている職員はまだ少数だと思
います。まだ余震がある。他の地域での地震報道があると、皆があの被
災時の状況に戻るというか不安定になる。
それでも業務なので頑張っている。職員なので、どうしても自分のこと

は置き去りにしてきた。自分の家を流され家族を失った人、親類を失っ
た人もいる、この後遺症はかなり大きいと思います。



NPO法人アレルギーを考える母の会
相談窓口(無料)

毎月第４火曜10時~12時 かながわ県民センター15F
相談専用携帯 090-3220-4425（24時間対応）

ホームページ：hahanokai.org 
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